
古
代
常
陸
国
那
賀
郡
は
「
和
名
類
聚
抄
」
に
よ
れ
ば
二
十
二
郷
か
ら
な
る
大
郡
で
、
「
続
日
本
紀
」
の
養
老
七
年
二
月
十
三
日
条
と

天
応
元
年
正
月
十
五
日
条
に
は
陸
奥
国
多
賀
城
へ
私
穀
・
軍
根
を
納
め
て
い
る
記
事
が
み
ら
れ
、
両
者
の
間
に
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た

こ
と
が
文
献
史
上
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
郡
で
あ
る
。
郡
内
か
ら
出
土
す
る
瓦
か
ら
も
多
賀
城
と
の
関
係
性
が
深
か
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
、
台
渡
里
官
衙
遺
跡
長
者
山
地
区
出
土
の
多
賀
城
系
軒
先
瓦
三
二
七
型
式
鐙
瓦
と
三
二
○
一
型
式
宇
瓦
は
そ
の
代
表
的

な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
人
名
や
郷
里
名
を
記
し
た
文
字
瓦
も
多
数
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
文
字
瓦
に
つ
い
て
も
多
賀
城
と
の
関
係

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ひ
た
ち
な
か
市
に
あ
る
原
の
寺
瓦
窯
跡
は
那
賀
郡
内
に
存
在
し
、
寺
院
や
正
倉
な
ど
那
賀
郡
内
の
官
衙
施
設

へ
瓦
供
給
を
行
い
、
長
者
山
地
区
か
ら
出
土
す
る
人
名
や
郷
里
名
を
記
し
た
文
字
瓦
も
本
窯
跡
で
生
産
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

こ
れ
ま
で
の
那
賀
郡
内
の
瓦
研
究
は
、
台
渡
里
官
衙
遺
跡
出
土
瓦
の
文
様
面
の
研
究
が
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
が
、
供
給
瓦
窯
で
あ

る
原
の
寺
瓦
窯
跡
を
含
む
、
出
土
瓦
の
需
給
関
係
の
研
究
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

て
い
る
。

原
の
寺
瓦
窯
跡
に
お
け
る
瓦
生
産
の
変
遷
と
画
期

は
じ
め
に

田
続
良
太

うう



多
賀
城
の
造
瓦
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
軒
先
瓦
の
ほ
か
に
文
字
瓦
も
挙
げ
ら
れ
、
人
名
・
郷
里
名

（
３
）

を
示
す
文
字
瓦
に
つ
い
て
山
路
氏
と
川
口
氏
は
多
賀
城
の
瓦
生
産
シ
ス
テ
ム
を
援
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

那
賀
郡
に
多
賀
城
の
造
瓦
の
影
響
が
与
え
ら
れ
た
時
期
と
し
て
は
、
黒
澤
氏
と
川
口
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
黒
澤
氏
は
、
那

高
井
悌
三
郎
氏
は
、
観
音
堂
山
地
区
と
長
者
山
地
区
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
出
土
す
る
文
字
瓦
に
は
記
載
内
容
や
方
法
に
違
い
が
み
ら
れ
る

（
１
）

点
を
指
摘
し
、
そ
の
背
景
に
は
年
代
の
相
異
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
者
山
地
区
か
ら
出
土
す
る
重
弁
八
葉
蓮
華
文
鐙
瓦
や

三
重
弧
文
字
瓦
が
多
賀
城
出
土
の
も
の
と
類
似
し
、
多
賀
城
か
ら
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
多
賀
城

の
造
瓦
が
那
賀
郡
の
造
瓦
に
影
響
を
与
え
た
と
す
る
考
え
は
、
高
井
氏
の
ほ
か
黒
澤
彰
哉
氏
、
山
路
直
充
氏
、
川
口
武
彦
氏
も
示
さ
れ

本
稿
で
は
那
賀
郡
内
の
寺
院
や
郡
家
正
倉
と
い
っ
た
複
数
の
施
設
へ
瓦
供
給
を
行
っ
て
い
た
原
の
寺
瓦
窯
跡
二
号
窯
か
ら
出
土
し
た

瓦
の
分
析
を
中
心
に
行
い
、
台
渡
里
官
衙
遺
跡
出
土
瓦
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
に
お
け
る
瓦
生
産
の
実
態
と
変
遷
、
生

産
瓦
の
型
式
・
技
法
の
変
化
の
画
期
が
寺
院
か
ら
正
倉
へ
の
瓦
の
供
給
先
の
変
化
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
台
渡
里

官
衙
遺
跡
長
者
山
地
区
出
土
瓦
の
分
析
か
ら
、
多
賀
城
系
軒
先
瓦
と
那
賀
郡
系
軒
先
瓦
が
、
瓦
葺
き
正
倉
造
営
時
に
軒
先
を
飾
っ
て
い

た
可
能
性
に
つ
い
て
も
指
摘
し
た
。

（
２
）

て
い
る
。

の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
那
賀
郡
の
古
代
瓦
研
究
は
、
台
渡
里
官
衙
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
瓦
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
多
く

研
究
史
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賀
郡
大
領
宇
治
部
直
荒
山
が
陸
奥
国
鎮
所
へ
私
穀
献
納
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
多
賀
城
系
瓦
工
の
招
聰
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

（
４
）

養
老
七
年
（
七
二
三
）
を
上
限
と
す
る
。
川
口
氏
は
成
形
台
文
字
瓦
や
人
名
・
郷
里
名
文
字
瓦
が
、
多
賀
城
政
庁
跡
Ｉ
Ｂ
期
に
あ
た
る

下
伊
場
野
窯
跡
や
日
の
出
山
窯
跡
か
ら
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
上
限
年
代
を
多
賀
城
政
庁
跡
Ｉ
Ｂ
期
の
開
始
年
代
で
あ
る
神
屯
元

（
６
）

一
方
、
須
田
勉
氏
は
重
弁
蓮
華
文
鐙
瓦
や
、
平
線
か
き
く
ら
を
用
い
て
施
文
さ
れ
た
か
き
く
ら
描
き
重
弧
文
字
瓦
と
い
っ
た
多
賀
城

系
軒
先
瓦
な
ど
の
多
賀
城
か
ら
出
土
し
、
陸
奥
国
内
で
の
広
が
り
も
確
認
さ
れ
て
い
る
瓦
群
を
多
賀
城
様
式
瓦
と
称
し
た
。
そ
の
成
立

（
毎
Ｊ
一

に
は
常
陸
国
新
治
郡
や
那
賀
郡
の
瓦
生
産
が
影
響
し
た
と
い
う
考
え
を
示
し
て
い
る
。
前
述
の
多
賀
城
か
ら
那
賀
郡
へ
の
影
響
と
異
な

る
見
解
を
示
し
て
い
る
。

言

。

）

年
（
七
二
四
）
と
し
て
い
る
。

１
遺
跡
の
概
要

原
の
寺
瓦
窯
跡
は
古
代
常
陸
国
那
賀
郡
、
現
在
の
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
足
崎
に
所
在
す
る
瓦
窯
跡
で
あ
る
。
本
窯
跡
か
ら
北
方
約

一
ｍ
に
所
在
す
る
奥
山
瓦
窯
跡
か
ら
は
原
の
寺
瓦
窯
跡
か
ら
出
土
す
る
瓦
と
特
徴
が
似
た
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。

一
九
七
六
年
に
一
次
調
査
が
行
わ
れ
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
四
次
に
わ
た
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、
登
窯
が
二
基
、
溝
跡
一

条
、
工
房
跡
六
軒
、
原
料
粘
土
堆
積
遺
構
一
基
が
確
認
さ
れ
（
第
１
図
）
、
出
土
遺
物
と
し
て
は
瓦
や
須
恵
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

特
に
瓦
の
出
土
量
が
多
く
、
鐙
瓦
や
宇
瓦
、
男
瓦
、
女
瓦
な
ど
が
出
土
す
る
。
ま
た
、
出
土
す
る
瓦
の
な
か
に
は
へ
う
描
き
や
押
印
に

よ
り
文
字
や
記
号
が
記
さ
れ
た
文
字
瓦
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

一
原
の
寺
瓦
窯
跡
出
土
瓦
の
分
析
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原の寺瓦窯跡における瓦生産の変遷と画期

期
（
七
四
○
年
頃
）
に
は
ｗ

（
８
）

産
が
こ
の
時
期
と
さ
れ
る
。

川
口
氏
は
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
で
は
那
賀
郡
大
領
一
族
の
寺
と
し
て
創
建
さ
れ
た
観
音
堂
山
地
区
の
瓦
生
産
と
、
維
持
管
理
が
国
司
の

職
拳
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
郡
家
正
倉
の
瓦
を
同
じ
窯
で
生
瞳
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
司
か
ら
那
賀
郡
司
に
対
し
て
瓦
倉
の
修
造

兵
９
）

事
業
が
委
任
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

佐
々
木
義
則
氏
は
原
の
寺
瓦
窯
跡
出
土
瓦
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、
瓦
生
産
の
画
期
を
四
つ
に
分
け
て
い
る
。
Ｉ
期
（
七
二
○
年

頃
）
に
は
格
子
叩
き
・
縄
叩
き
女
瓦
が
生
産
さ
れ
、
寺
院
造
作
に
伴
う
瓦
生
産
が
始
ま
っ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
Ⅱ
期
（
七
三
○
年

頃
）
は
凹
凸
面
に
糸
切
り
痕
を
残
す
女
瓦
が
生
産
さ
れ
始
め
、
台
渡
里
官
衙
遺
跡
長
者
山
地
区
の
正
倉
の
瓦
葺
き
を
画
期
と
す
る
。
Ⅲ

期
（
七
四
○
年
頃
）
に
は
那
賀
郡
家
正
倉
別
院
（
田
谷
遺
跡
）
へ
の
瓦
供
給
、
Ⅳ
期
（
七
六
○
年
頃
）
は
重
弁
五
葉
蓮
華
文
鐙
瓦
の
生

に
は
、
唐

さ
れ
る
。

２
原
の
寺
瓦
窯
跡
二
号
窯
出
土
瓦

今
回
、
瓦
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
原
の
寺
瓦
窯
跡
二
号
窯
か
ら
出
土
し
た
資
料
に
つ
い
て
、
窯
内
が
上
屑
・
中
層
・
下
層
（
最
下

層
）
と
分
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
層
位
ご
と
に
瓦
の
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
た
だ
し
、
二
号
窯
か
ら
の
男
瓦
の
出
土
量
は
わ
ず
か
で

あ
り
分
析
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
軒
先
瓦
と
女
瓦
に
関
す
る
分
析
を
中
心
と
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

二
号
窯
は
、
一
九
七
九
年
に
行
わ
れ
た
第
二
次
調
査
で
確
認
さ
れ
た
窯
跡
で
あ
り
、
長
さ
が
三
ｍ
残
り
、
幅
一
・
一
ｍ
～
一
・
一
五
ｍ

（
加
一

の
半
地
下
式
無
段
登
り
窯
で
あ
る
。
窯
尻
の
一
部
や
焚
口
、
灰
原
な
ど
は
か
く
乱
に
よ
り
消
失
し
て
い
る
が
、
窯
内
一
面
か
ら
瓦
片
が

那
賀
郡
内
の
寺
院
や
官
衙
遺
跡
と
想
定
さ
れ
て
い
る
台
渡
里
官
衙
遺
跡
群
や
田
谷
遺
跡
、
大
串
遺
跡
に
お
い
て
出
土
す
る
瓦
の
な
か

は
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
か
ら
出
土
す
る
瓦
と
同
様
の
も
の
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
か
ら
瓦
が
供
給
さ
れ
た
も
の
と
想
定

う，



出
土
し
て
い
る
（
第
２
図
）
。

こ
こ
で
、
二
号
窯
か
ら
出
土
し
た
瓦
に
つ
い
て
特
徴
や
技

法
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
格
子
叩
き
女
瓦
は
色
調
が
灰
色
で

焼
き
が
良
く
、
胎
土
は
繩
目
叩
き
女
瓦
な
ど
の
瓦
と
比
べ
る

と
や
や
級
密
で
あ
る
（
第
３
図
１
，
２
）
。
厚
手
の
も
の
が
多

く
、
最
も
厚
い
も
の
で
は
三
・
七
咽
薄
い
も
の
で
は
一
・
五

ｍ
の
も
の
が
あ
り
、
最
も
多
い
も
の
と
し
て
は
二
・
五
ｍ
～

三
ｍ
ほ
ど
で
あ
る
。
凹
面
に
は
糸
切
り
痕
、
布
目
痕
、
布
と

じ
痕
や
粘
土
板
を
桶
に
巻
き
付
け
た
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
格
子
叩
き
女
瓦
は
粘
土
板
桶
巻
き
つ
く
り

に
よ
り
成
形
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
瓦
の
焼

成
や
厚
さ
な
ど
の
特
徴
が
似
て
お
り
同
様
の
技
法
で
作
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
瓦
に
凸
而
ヨ
コ
ナ
デ
女
瓦
が
あ
る
。
こ
の

瓦
は
出
土
量
が
少
な
い
が
、
凸
面
に
格
子
叩
き
を
ナ
デ
消
し

て
い
る
痕
跡
が
確
認
さ
れ
る
資
料
も
あ
る
た
め
、
凸
面
に
格

子
叩
き
を
し
た
の
ち
側
面
方
向
に
ナ
デ
調
整
を
行
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

繩
目
叩
き
女
瓦
は
色
調
が
褐
色
で
焼
成
が
軟
質
の
も
の
が

＝●

獣銀鐸凸s－鞄鏑
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多
い
（
第
３
図
３
，
４
）
。
厚
さ
は
三
・
四
ｍ
か
ら
一
・
七
ｍ
で
、
二
・
五
翌
別
後
の
厚
さ
の
も
の
が
多
い
。
凹
面
に
は
糸
切
り
痕
と
布
目

痕
が
残
る
。
縄
目
叩
き
女
瓦
に
は
、
格
子
叩
き
女
瓦
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
布
と
じ
痕
や
粘
土
板
巻
き
つ
け
痕
跡
な
ど
は
確
認
で
き
な
い

た
め
、
凸
型
成
形
台
を
用
い
た
一
枚
つ
く
り
で
あ
り
、
縄
目
叩
き
女
瓦
の
成
形
は
粘
土
板
一
枚
つ
く
り
と
想
定
で
き
る
。

両
面
糸
切
り
女
瓦
は
、
色
調
が
褐
色
で
焼
き
が
軟
質
の
も
の
が
多
い
（
第
３
図
５
）
。
胎
土
は
他
の
瓦
と
比
べ
て
や
や
粗
雑
で
あ
る
。

瓦
の
厚
さ
は
総
じ
て
薄
手
で
あ
り
、
お
よ
そ
二
・
○
ｍ
～
一
・
一
面
で
一
・
五
ｍ
ほ
ど
の
瓦
が
多
い
。
凹
凸
面
に
は
、
粘
土
塊
か
ら
粘
土

板
を
切
り
出
す
際
に
つ
い
た
糸
切
り
痕
が
残
り
、
凹
面
に
は
布
目
痕
が
糸
切
り
痕
と
と
も
に
残
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
凸
型
成
形
台
を
用

い
た
粘
土
板
一
枚
つ
く
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
凹
面
の
布
目
痕
は
明
瞭
に
残
る
も
の
は
少
な
く
、
凸
面
に
指
の
痕
が
つ
い
た
も

の
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
成
形
台
に
粘
土
板
を
置
い
た
の
ち
に
叩
き
具
に
よ
る
整
形
は
行
わ
ず
、
手
で
成
形
台
に
粘
土
板
を
押
し
付

け
て
成
形
し
て
い
る
と
想
定
で
き
る
。
側
面
の
調
整
は
行
わ
れ
な
い
も
の
も
多
い
。

凸
面
へ
ラ
ケ
ズ
リ
女
瓦
は
、
色
調
は
褐
色
、
焼
き
が
や
や
軟
質
で
あ
り
胎
土
は
や
や
粗
雑
な
も
の
が
多
い
（
第
３
図
６
）
。
厚
さ
は

二
・
五
～
一
・
四
ｍ
ほ
ど
で
二
・
○
ｍ
～
一
・
七
ｍ
ほ
ど
の
も
の
が
多
い
。
凹
面
に
は
糸
切
り
痕
や
布
目
痕
が
残
り
、
凸
面
に
は
端
面
方
向

に
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
整
形
が
行
わ
れ
て
い
る
。
縄
叩
き
女
瓦
や
両
面
糸
切
り
女
瓦
と
同
様
、
凸
型
成
形
台
を
用
い
た
粘
土
板
一
枚
つ
く
り
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
凸
面
の
特
徴
は
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
に
よ
り
整
形
さ
れ
て
い
る
が
、
縄
叩
き
後
へ
ラ
ヶ
ズ
リ
整
形
を
行
っ
た
も
の
と
叩

き
を
施
さ
ず
に
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
を
行
っ
た
も
の
の
二
種
が
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
。
し
か
し
、
出
土
す
る
ヘ
ラ
ヶ
ズ
リ
女
瓦
の
多
く
は
側

面
に
調
整
が
行
わ
れ
ず
両
面
糸
切
り
女
瓦
と
特
徴
が
似
る
も
の
で
あ
り
、
凸
面
に
叩
き
を
施
さ
ず
に
成
形
さ
れ
た
女
瓦
の
凸
面
を
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
出
土
し
た
瓦
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
つ
ぎ
に
二
号
窯
の
各
層
位
ご
と
の
出
土
傾
向
に
つ
い
て
、
瓦
の
出
土
重

量
を
も
と
に
み
て
い
き
た
い
。
最
下
層
・
下
層
か
ら
出
土
す
る
瓦
は
、
格
子
叩
き
女
瓦
と
縄
叩
き
女
瓦
の
出
土
量
が
多
く
、
中
・
上
層
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｜ ’ 格子 ｜ 縄目 ｜ 糸切り ｜ ヨコナデ ’ ヘラ ’
点数｜重量｜点数｜重量｜点数｜重

＝

．
18， 重量｜ 農

最下層 「 33 14006「 91 「12698「 1 1 45 1 1 1 238 1 16 1 1880

｜ 下層 | 1361173021304137915｢25 ｢39UJI 2 13541 66 18888 1

(9)

2号窯最下層 2号窯下層

子
魏

子
率

糸
５糸

０

55．5％

I ＝謡 ｜ 縄目 ｜ 糸切り ｜ ﾖｺﾁ亨 ｜ ヘラ ’
点

ｉ
Ｉ

I

14 1 16461 226 1422621
5 1 12601 148 1369841

輌
砺 卜淵

１
１ 時諦淵

3
■■■

1

０
－
０

四

０

(9)

2号窯中層
格子 縄目

2号窯上層
格子

へ

48.
糸切り
S0.2％

糸切り
49.3％

第4図2号窯出土瓦の重量比較
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瓦
の
出
土
が
確
認
で
き
る
。
｝

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
ら
出
土
す
る
瓦
は
両
面
糸
切
り
女
瓦
と
ヘ
ラ
ヶ
ズ
リ
女
瓦
が
多
い
傾
向
に
あ
る
（
第
４
図
）
。
さ
ら
に
、
中
・
上
層
の
瓦
に
は
文
字

瓦
の
出
土
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
出
土
壁
の
傾
向
か
ら
、
格
子
叩
き
・
縄
叩
き
女
瓦
か
ら
両
面
糸
切
り
・
ヘ
ラ
ヶ
ズ
リ
女
瓦
へ
の
変
遷

さ
ら
に
、
鮫
下
層
・
下
層
か
ら
主
体
的
に
出
土
す
る
格
子
叩
き
女
瓦
と
縄
叩
き
女
瓦
と
の
間
に
も
技
法
の
違
い
が
確
認
で
き
、
格
子

叩
き
女
瓦
は
粘
土
板
桶
巻
き
つ
く
り
、
縄
叩
き
女
瓦
は
粘
土
板
一
枚
つ
く
り
と
異
な
る
。
二
号
窯
中
・
上
層
の
両
面
糸
切
り
女
瓦
や
ヘ

ラ
ケ
ズ
リ
女
瓦
は
粘
土
板
一
枚
つ
く
り
で
作
ら
れ
て
お
り
、
同
じ
く
粘
土
板
一
枚
つ
く
り
の
縄
叩
き
女
瓦
か
ら
の
変
遷
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
格
子
叩
き
女
瓦
と
縄
叩
き
女
瓦
で
は
格
子
叩
き
女
瓦
の
ほ
う
が
古
い
と
想
定
で
き
る
。

二
号
窯
か
ら
出
土
し
た
瓦
の
分
析
か
ら
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
女
瓦
の
変
遷
は
、
格
子
叩
き
女
瓦
、
縄
叩
き
女

瓦
、
両
面
糸
切
り
・
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
女
瓦
の
順
に
移
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
中
・
上
層
か
ら
出
土
す
る
文

字
瓦
は
最
下
層
・
下
層
か
ら
出
土
し
な
い
た
め
、
文
字
瓦
の
生
産
は
中
・
上
層
の
時
期
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
下
層
と
中
・
上

層
の
瓦
と
の
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
二
号
窯
は
、
最
下
層
か
ら
上
層
ま
で
四
層
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
出
土
瓦
の
分
析
か
ら
下
層
と

中
層
と
の
間
に
出
土
す
る
瓦
の
違
い
を
顕
著
に
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
下
層
・
最
下
層
か
ら
は
格
子
叩
き
、
縄
叩
き
と
い
っ
た
女
瓦
凸

面
に
叩
き
の
痕
跡
が
残
る
女
瓦
が
多
く
出
土
し
、
中
・
上
層
は
両
面
糸
切
り
、
凸
面
へ
ラ
ヶ
ズ
リ
女
瓦
が
多
く
、
文
字
瓦
の
出
土
も
確

認
で
き
る
。
こ
の
層
位
に
よ
る
出
土
獄
の
割
合
の
違
い
は
、
下
層
と
中
層
の
間
に
時
期
差
が
認
め
ら
れ
、
技
法
面
に
お
け
る
変
化
も
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
原
の
寺
瓦
窯
跡
か
ら
出
土
す
る
文
字
瓦
は
、
台
渡
里
官
衙
遺
跡
長
者
山
地
区
Ｓ
Ｂ
○
○
一
へ
供
給
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
、
二
号
窯
中
・
上
層
の
瓦
は
Ｓ
Ｂ
○
○
一
へ
の
供
給
を
目
的
と
し
て
生
産
さ
れ
た
瓦
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
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三
一
二
二
型
式
は
、
弁
の
数
が
異
な
る
鋸
歯
文
縁
単
弁
八
葉
蓮
華
文
鐙
瓦
と
鋸
歯
文
縁
七
葉
蓮
華
文
鐙
瓦
が
存
在
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
八
葉
の
も
の
を
三
一
二
二
Ａ
型
式
（
第
６
図
１
）
、
七
葉
の
も
の
を
三
一
二
二
Ｂ
型
式
（
第
６
図
２
）
と
仮
称

す
る
。
こ
の
三
一
二
二
Ａ
・
Ｂ
型
式
は
、
台
渡
里
官
衙
遺
跡
群
長
者
山
地
区
に
お
い
て
は
両
者
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
原
の
寺
瓦
窯
跡

に
お
い
て
は
、
三
一
二
二
Ｂ
型
式
の
み
が
こ
れ
ま
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
（
第
５
図
２
）
。
文
様
構
成
は
、
三
一
二
二
Ａ
が
、
中
房
に

一
十
八
の
蓮
子
を
配
し
、
蓮
弁
、
子
葉
、
外
区
の
鋸
歯
文
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
突
線
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
三
一
二
二
Ｂ
は
、
中

房
内
に
一
十
六
の
蓮
子
が
配
さ
れ
、
三
一
二
二
Ａ
同
様
に
突
線
で
蓮
弁
や
子
葉
、
外
区
の
鋸
歯
文
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
蓮
弁
の
数
が

減
り
、
瓦
当
文
様
が
崩
れ
る
と
い
う
変
化
か
ら
、
三
一
二
二
Ａ
が
先
行
し
三
一
二
二
Ｂ
型
式
が
後
出
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

系
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
二
号
窯
出
土
瓦
の
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
を
も
と
に
し
て
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
か
ら
出
土
し
た
軒
先
瓦
に
つ
い
て
分
析
を

行
う
。
軒
先
瓦
、
特
に
宇
瓦
に
使
用
さ
れ
る
女
瓦
の
分
析
お
よ
び
軒
先
瓦
の
セ
ッ
ト
関
係
の
検
討
か
ら
原
の
寺
瓦
窯
跡
に
お
い
て
生
産

さ
れ
た
軒
先
瓦
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

原
の
寺
瓦
窯
跡
か
ら
出
土
が
確
認
さ
れ
て
い
る
軒
先
瓦
は
、
二
号
窯
か
ら
の
出
土
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
鐙
瓦
四
種
、
宇
瓦
三

種
で
あ
る
（
第
５
図
）
。
ま
ず
は
、
出
土
軒
先
瓦
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
と
お
も
う
。
本
稿
で
使
用
す
る
軒
先
瓦
の
型
式
番
号
は
、

（
皿
）

『
台
渡
里
１
」
に
お
け
る
型
式
分
類
を
参
考
と
し
て
い
る
。

三
一
二
六
型
式
鐙
瓦
は
、
素
文
縁
単
弁
八
葉
蓮
華
文
で
、
中
房
に
は
一
十
八
の
蓮
子
を
配
し
、
中
心
蓮
子
に
は
一
重
の
圏
線
が
巡

り
、
八
つ
の
蓮
子
は
四
角
形
に
近
い
形
を
し
て
い
る
（
第
５
図
１
）
。
蓮
弁
と
外
縁
と
の
間
に
は
一
重
の
圏
線
が
巡
っ
て
い
る
。
半
裁

男
瓦
を
瓦
当
裏
面
に
接
合
す
る
接
着
法
で
、
接
合
用
の
瀧
な
ど
は
確
認
で
き
な
い
。
台
渡
里
官
衙
遺
跡
群
内
の
分
類
に
お
い
て
山
田
寺

３
軒
先
瓦
の
分
類
と
変
遷
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蟻
蕊
蕊
蕊
濡
潔
鱸
鯲
粥
症
壷
。

瓦

懲

鱗
”
鰯
卿
嬬

鯵

つ
け
接
合
す
る
。
特
徴
と
し
て
は
、
瓦
当
部
が
厚
く
つ
く
ら

鰯
熟

れ
て
お
り
、
二
度
に
分
け
て
粘
土
を
詰
め
て
瓦
当
部
を
作
っ

て
い
る
点
や
瓦
当
裏
面
下
半
の
周
縁
を
削
る
点
で
あ
る
。
こ
無
い
川
Ⅱ
〃
弘
膨
Ⅳ
Ⅲ
鯏
泌
ｓ
霧
。
ゞ

れ
ら
の
技
法
は
、
三
一
二
二
Ａ
．
Ｂ
に
共
通
し
て
い
る
こ
と

》
”

鯵
＆
《

か
ら
、
両
者
の
生
産
さ
れ
た
時
期
の
違
い
は
少
な
く
、
生
産

麹

し
た
窯
に
つ
い
て
は
、
胎
土
や
焼
成
が
似
る
こ
と
か
ら
、
原

の
寺
瓦
窯
跡
も
し
く
は
そ
の
周
辺
で
生
産
さ
れ
た
と
考
え
ら

（
吃
）

れ
る
。
那
賀
郡
系
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

三
一
四
○
型
式
は
、
素
文
縁
重
弁
六
葉
蓮
華
文
鐙
瓦
で
あ
る
。
中
房
内
に
は
四
つ
の
蓮
子
が

参
》

配
さ
れ
て
お
り
、
中
心
蓮
子
は
な
い
（
第
５
図
３
）
。
外
区
内
縁
に
は
蓮
弁
ひ
と
つ
に
対
し
て
郵

畿
鶴

珠
文
が
ひ
と
つ
配
さ
れ
て
い
る
。
三
一
四
○
型
式
は
、
蓮
弁
の
数
や
外
区
の
形
態
な
ど
の
相
違

点
が
あ
る
も
の
の
、
蓮
弁
が
重
弁
で
中
房
内
蓮
子
が
四
つ
で
あ
る
点
な
ど
多
賀
城
系
鐙
瓦
２

一
三
一
七
型
式
と
の
共
通
点
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
三
一
七
型
式
か
ら
の
影
響
に
よ
り
成
ｎ
ｍ
Ⅲ
Ⅲ
畔
、
川
川
川
山
罰

懲
㎡

籍
》

立
し
た
瓦
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
三
一
四
○
型
式
は
、
現
在
ま
で
に
原
の
寺
瓦
窯
跡
で
一
点

の
み
出
土
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
供
給
先
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。

三
二
二
型
式
は
、
素
文
縁
単
弁
五
葉
蓮
華
文
鐙
瓦
で
あ
る
（
第
５
図
４
）
。
三
一
四
○
型

第
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三
二
三
一
型
式
は
、
素
文
字
瓦
で
あ
る
（
第
５
図
５
）
。
瓦
当
面
に
文
様
は
無
く
、
ケ
ズ
リ
の
痕
跡
が
確
認
で
き
る
。
顎
の
形
態
は
、

段
顎
で
顎
面
に
は
ケ
ズ
リ
が
施
さ
れ
る
。
女
瓦
部
凸
面
に
は
格
子
叩
き
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
二
号
窯
最
下
層
・
下
層
よ
り
出
土

す
る
格
子
叩
き
女
瓦
を
用
い
て
作
ら
れ
た
宇
瓦
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
二
九
六
型
式
は
、
刺
突
文
宇
瓦
で
あ
る
（
第
５
図
６
）
。
瓦
当
面
に
は
五
角
形
あ
る
い
は
六
角
形
の
棒
状
工
具
に
よ
り
刺
突
さ
れ

た
痕
跡
が
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
曲
線
顎
で
、
凸
面
は
ケ
ズ
リ
に
よ
り
整
形
さ
れ
て
い
る
。
使
わ
れ
て
い
る
女
瓦
は
不
明
で
あ

三
二
九
七
型
式
は
、
直
波
線
羽
状
複
葉
式
文
字
瓦
で
あ
る
（
第
５
図
７
）
。
瓦
当
面
に
は
、
羽
状
の
文
様
が
施
さ
れ
て
お
り
、
顎
は
、

曲
線
顎
で
あ
る
。
顎
面
に
も
同
様
の
文
様
が
施
さ
れ
て
お
り
、
瓦
当
面
お
よ
び
顎
面
に
は
同
じ
叩
き
具
で
施
文
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が

高
い
。
女
瓦
部
は
顎
面
か
ら
の
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
が
施
さ
れ
る
。
ま
た
、
顎
面
の
一
部
の
粘
土
が
は
が
れ
た
面
が
あ
り
、
そ
の
観
察
か
ら
女

瓦
凸
面
に
は
糸
切
り
痕
が
残
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
つ
ま
り
、
両
面
糸
切
り
女
瓦
が
こ
の
宇
瓦
の
女
瓦
部
に
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら

式
同
様
、
中
房
内
に
四
つ
の
蓮
子
を
配
し
、
蓮
弁
お
よ
び
間
弁
は
三
角
状
を
呈
し
、
全
体
的
に
彫
り
が
非
常
に
深
い
の
が
特
徴
で
あ

る
。
外
区
内
縁
の
圏
線
上
に
は
、
間
弁
と
蓮
弁
に
そ
れ
ぞ
れ
珠
文
と
さ
ら
に
細
い
圏
線
が
巡
る
。
三
一
四
○
型
式
と
の
共
通
点
が
多

く
、
そ
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
蓮
弁
は
重
弁
で
あ
っ
た
も
の
が
変
化
し
て
三
角
状
の
弁
と
な
っ

て
お
り
、
外
区
内
縁
の
珠
文
は
増
え
て
お
り
、
三
一
四
○
型
式
と
の
相
違
点
も
確
認
で
き
る
。
多
賀
城
系
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
台
渡

里
官
衙
遺
跡
長
者
山
地
区
の
ほ
か
、
瓦
倉
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
る
田
谷
遺
跡
や
大
串
遺
跡
第
七
地
点
に
お
い
て
も
出
土
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。

れ
る
。

ブ
（
》
○

以
上
が
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
か
ら
出
土
す
る
軒
先
瓦
と
そ
の
観
察
の
結
果
で
あ
る
。
こ
の
観
察
の
結
果
を
踏
ま
え
、
二
号
窯
出
土
女
瓦
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の
変
遷
と
の
対
応
状
況
を
検
討
し
、
セ
ッ
ト
関
係
の
構
築
を
試
み
た
い
。

ま
ず
は
軒
先
瓦
の
変
遷
と
そ
の
セ
ッ
ト
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
鐙
瓦
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
瓦
当
文
様
な
ど
の
特
徴
か
ら
そ
の

前
後
関
係
が
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
三
一
四
○
型
式
と
三
一
二
一
型
式
の
二
型
式
の
み
で
あ
る
。
両
者
の
瓦
に
つ
い
て
は
、
蓮
弁

の
形
状
や
数
と
い
っ
た
瓦
当
文
様
の
変
化
か
ら
三
一
四
○
型
式
が
三
二
二
型
式
よ
り
先
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、

三
一
二
六
型
式
お
よ
び
三
一
二
二
Ｂ
型
式
に
つ
い
て
は
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
内
か
ら
出
土
す
る
瓦
だ
け
で
は
、
そ
の
位
置
づ
け
を
決
め
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
が
瓦
を
供
給
し
て
い
た
台
渡
里
官
衙
遺
跡
か
ら
の
軒
先
瓦
と
女
瓦
の
出
土
状
況
を
含

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

台
渡
里
官
衙
遺
跡
は
、
古
代
常
陸
国
那
賀
郡
の
郡
家
周
辺
寺
院
や
郡
家
正
倉
院
跡
で
あ
る
。
観
音
堂
山
地
区
・
長
者
山
地
区
・
南
方

地
区
の
三
つ
の
地
区
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
初
期
寺
院
跡
・
郡
家
正
倉
院
跡
・
再
建
寺
院
跡
と
い
っ
た
性
格
で
あ
る
こ
と
が
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
り
想
定
さ
れ
て
い
る
。

三
一
二
六
型
式
は
、
台
渡
里
官
衙
遺
跡
群
観
音
堂
山
地
区
で
の
出
土
が
確
認
で
き
、
三
一
二
二
Ｂ
型
式
に
つ
い
て
は
台
渡
里
官
衙
遺

跡
群
長
者
山
地
区
か
ら
出
土
が
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
三
一
四
○
型
式
は
本
窯
跡
以
外
で
の
出
土
が
確
認
で
き
な
い
が
、

三
一
二
一
型
式
に
つ
い
て
は
台
渡
里
官
衙
遺
跡
群
長
者
山
地
区
な
ど
か
ら
出
土
す
る
。

女
瓦
に
つ
い
て
は
、
格
子
叩
き
女
瓦
が
観
音
堂
山
地
区
か
ら
の
出
土
が
確
認
で
き
、
縄
叩
き
・
両
面
糸
切
り
・
凸
面
へ
ラ
ケ
ズ
リ
女

瓦
に
つ
い
て
は
、
長
者
山
地
区
か
ら
出
土
す
る
。
軒
先
瓦
で
は
観
音
堂
山
地
区
か
ら
三
一
二
六
・
三
二
三
一
・
三
二
九
六
型
式
が
出
土

し
、
長
者
山
地
区
か
ら
は
三
一
二
二
Ｂ
・
三
一
四
○
・
三
一
二
一
・
三
二
九
七
型
式
が
出
土
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
観
音
堂
山
地
区
か

ら
出
土
す
る
格
子
叩
き
女
瓦
と
三
一
二
六
・
三
二
三
一
・
三
二
九
六
型
式
の
瓦
群
と
、
長
者
山
地
区
か
ら
出
土
す
る
縄
叩
き
・
両
面
糸
切

り
・
ヘ
ラ
ヶ
ズ
リ
女
瓦
と
三
一
二
二
Ｂ
・
三
一
四
○
・
三
一
二
一
・
三
二
九
七
型
式
の
瓦
群
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

め
て
検
討
を
し
た
い
。
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鐙
瓦
の
変
遷
は
、
上
記
の
よ
う
に
格
子
叩
き
女
瓦
と
組
み
合
う
三
一
二
六
型
式
が
は
じ
め
に
生
産
さ
れ
、
そ
の
後
三
一
二
二
Ｂ
型

式
、
三
一
四
○
型
式
、
三
二
二
型
式
と
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
一
二
二
Ｂ
型
式
に
つ
い
て
は
、
長
者
山
地
区
で
の
み
出
土
が

確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
田
谷
遺
跡
・
大
串
遺
跡
第
七
地
点
な
ど
か
ら
も
出
土
す
る
三
一
二
一
型
式
よ
り
も
先
行
す
る
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
三
一
四
○
型
式
に
つ
い
て
は
消
費
遺
跡
で
の
出
土
が
無
い
が
、
三
一
二
一
型
式
の
祖
型
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

三
一
二
二
Ｂ
型
式
の
の
ち
に
三
一
四
○
型
式
、
三
一
二
一
型
式
と
い
う
よ
う
に
生
産
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

長
者
山
地
区
で
は
複
数
の
瓦
葺
き
の
正
倉
跡
が
存
在
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｂ
○
○
一
は
建
て
替
え
が
確
認
さ
れ
て
お

り
、
非
瓦
葺
き
の
壺
地
業
（
Ｓ
Ｂ
○
○
一
Ｉ
ａ
）
か
ら
瓦
葺
き
で
桁
行
方
向
の
布
地
業
建
物
（
Ｓ
Ｂ
○
○
一
ｌ
ｂ
）
へ
と
建
て
替
え
ら

（
脇
）

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
布
地
業
の
上
を
総
地
業
風
に
礫
敷
き
で
覆
い
基
壇
状
に
仕
上
げ
て
い
る
。
布
地
業
の
内
部
に
は
縄
叩
き
や
格
子

叩
き
の
女
瓦
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
桁
行
二
一
・
○
ｍ
、
梁
行
七
・
二
ｍ
で
七
間
×
三
間
の
建
物
で
あ
る
（
第
７
図
）
。
多
量
の
人
名

〈
Ｎ
）

や
郷
里
名
が
記
さ
れ
た
文
字
瓦
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
、
法
倉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｂ
○
○
二
と
Ｓ
Ｂ
○
○
四
は
、
高
井
氏
の
調
査
に
お
い
て
一
つ
の
建
物
跡
と
解
さ
れ
、
長
者
山
第
二
号
跡
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

の
後
の
範
囲
確
認
の
調
査
に
お
い
て
総
地
業
と
布
地
業
に
よ
る
二
棟
の
建
物
跡
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
Ｓ
Ｂ
○
○
二
は
、
総
地
業

こ
の
原
の
寺
瓦
窯
跡
に
お
け
る
生
産
瓦
の
変
遷
を
用
い
て
、
那
賀
郡
内
の
消
費
遺
跡
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
つ
ぎ

に
多
く
の
瓦
が
原
の
寺
瓦
窯
跡
か
ら
供
給
さ
れ
た
、
台
渡
里
官
衙
遺
跡
群
長
者
山
地
区
の
瓦
の
分
析
を
行
い
、
比
較
し
て
み
た
い
。

１
概
要

二
台
渡
里
官
衙
遺
跡
長
者
山
地
区
出
土
瓦
と
の
比
較
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に
よ
る
礎
石
建
物
で
、
桁
行
梁
行
と
も
に
八
・
一
ｍ
で
三
×
三
間
の
建
物
で
あ
る
。
Ｓ
Ｂ
○
○
四
は
布
地
業
に
よ
る
礎
石
建
物
で
あ
り
、

桁
行
梁
行
と
も
に
九
・
○
ｍ
で
三
×
三
間
の
建
物
跡
で
あ
る
。

Ｓ
Ｂ
○
○
三
か
ら
も
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。
出
土
す
る
隅
切
り
女
瓦
の
な
か
に
丹
線
の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
、
隅
切
り
字

瓦
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｂ
○
○
三
に
つ
い
て
は
建
物
が
丹
塗
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
屋
根
に
つ
い
て
は
、
軒
先
瓦
と
と
も
に
隅
切
り
瓦
が
出
土
す
る
Ｓ
Ｂ
○
○
二
・
○
○
三
に
つ
い
て
は
総
瓦

葺
き
建
物
、
隅
切
り
瓦
が
確
認
さ
れ
な
い
Ｓ
Ｂ
○
○
一
・
○
○
四
に
つ
い
て
は
、
出
土
瓦
の
隅
数
の
計
算
か
ら
総
瓦
葺
き
建
物
で
あ
る

（
臆
》

と
し
て
い
る
。

２
Ｓ
Ｂ
○
○
一
出
土
軒
先
瓦

長
者
山
地
区
で
は
、
瓦
葺
き
建
物
と
想
定
さ
れ
て

い
る
遺
構
は
Ｓ
Ｂ
○
○
一
～
Ｓ
Ｂ
○
○
四
の
四
棟
で

あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
き
わ
め
て
規
模
が
大
き
く
、

出
土
し
た
瓦
の
量
が
最
も
多
い
Ｓ
Ｂ
○
○
一
出
土
瓦

を
主
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｓ
Ｂ
○
○
一
か
ら
出
土
す
る
軒
先
瓦
は
鐙
瓦
七

種
、
宇
瓦
八
種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で

造
営
期
の
軒
先
瓦
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、

三
二
七
型
式
と
三
二
○
一
型
式
の
多
賀
城
系
軒
先

④
S8001-a (創建期＝非瓦藁硬石建物）

↓④
SBOO1-b(改惟期=雄瓦葺磁石建掬）

|雷雲妻
凡例

● 壷地業の範囲

総地業の聴囲

布地業の函『一一一一〉

0 20m

第7図SBOO1の浩営凋程模式図
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そ
れ
で
は
、
ほ
か
に
造
営
期
の
軒
先
瓦
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
か
検
討
し
た
い
。
第
１
表
は
原
の
寺
瓦
窯
跡
と
台
渡
里
官
衙
遺

７

跡
長
者
山
地
区
と
そ
の
関
連
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
点
数
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
鐙
瓦
の
出
土
点
数
を
み
る
と
（
第
１
表
）
、

三
一
二
二
Ａ
型
式
と
三
一
四
一
型
式
の
出
土
点
数
が
多
い
。
三
一
四
一
型
式
に
つ
い
て
は
、
多
賀
城
系
鐙
瓦
三
一
二
一
型
式
か
ら
変
化

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
造
営
期
の
も
の
と
は
考
え
難
い
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
三
一
二
二
Ａ
型
式
が
Ｓ
Ｂ
○
○
一
造
営
期
の
も
の
で
あ

６１

能
性
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

長
者
山
地
区
で
は
Ｓ
Ｂ
○
○
一
の
ほ
か
に
Ｓ
Ｂ
○
○
二
・
○
○
四
か
ら
の
出
土
も
確
認
さ
れ
、
宇
瓦

の
な
か
で
最
も
多
い
出
土
点
数
で
あ
る
。
ま
た
、
三
二
○
一
型
式
は
、
Ｓ
Ｂ
○
○
一
の
地
業
内
か
ら

の
出
土
も
確
認
さ
れ
、
Ｓ
Ｂ
○
○
一
ｌ
ｂ
造
営
期
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
多
賀
城
系
軒
先
瓦
の
み
で
Ｓ
Ｂ
○
○
一
の
軒
先
が
飾
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

そ
れ
は
三
二
七
型
式
と
三
二
○
一
型
式
の
出
土
点
数
の
違
い
で
あ
る
。
す
で
に
川
口
氏
が
指
摘
し

て
い
る
が
、
三
二
七
型
式
の
出
土
量
が
少
な
く
、
文
様
の
異
な
る
軒
先
瓦
で
軒
先
が
飾
ら
れ
た
可

瓦
で
あ
る
（
第
８
図
）
。
三
一
一
七
型
式
は
重
弁
八
葉
蓮
華
文
鐙
瓦
で
あ
り
、
長
者
山
地
区
の
な
か

、

で
は
Ｓ
Ｂ
○
○
一
と
Ｓ
Ｂ
○
○
二
に
お
い
て
出
土
が
確
認
さ
れ
る
。
那
賀
郡
内
の
多
賀
城
系
鐙
瓦
で
ｍ
‐
｜

厚
麺
？

最
も
古
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
二
○
一
型
式
は
三
重
弧
文
字
瓦
で
あ
り
顎
の
形
状
は
段
顎
で
、

瓦
当
面
の
文
様
は
三
重
弧
文
で
あ
る
が
そ
の
施
文
は
型
挽
き
で
な
く
平
線
か
き
く
ら
を
用
い
た
か
き

一

一

ベ
ら
描
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
顎
而
に
は
瓦
当
面
に
平
行
す
る
二
本
の
沈
線
と
そ
の
間
に
鋸

歯
文
が
施
さ
れ
る
が
、
そ
の
施
文
も
か
き
く
ら
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
女
瓦
部
は
粘
土
板

一
枚
つ
く
り
に
よ
り
作
ら
れ
た
女
瓦
で
。
凸
面
を
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
に
よ
り
調
整
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

言
乏
込
副
６
４
ｋ
Ｌ
苦
く
一
京
・
斗
人
、
Ｊ
Ｊ
Ｊ
、
ノ
、
ノ
ー
、
ノ
エ
人
心
一
一
、
ｊ
Ｊ
Ｊ
、
ノ
、
ノ
｜
二
、
ノ
、
ノ
寸
訓
１
Ｊ
、
ノ
ｊ
４
↓
一
ｊ
髄
這
り
か
〃
当
ｂ
し
、
ｚ
一
‐
』

＆

3117

第8図SBOO1出土3117型式鐙瓦と3201型式宇瓦
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る
と
い
う
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

Ｓ
Ｂ
○
○
一
か
ら
出
土
す
る
鐙
瓦
は
三
一
二
二
Ａ
型
式
の
出
土
量
が
最
も
多
く
、
宇
瓦
は
三
二
○
一
型
式
が
最
も
多
く
出
土
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
両
者
の
瓦
が
セ
ッ
ト
に
な
る
も
の
と
は
考
え
難
く
、
瓦
の
胎
土
や
焼
成
な
ど
含
め
る
と
三
一
二
二
Ａ
型
式
は
三
二
六
一

型
式
と
、
三
二
○
一
型
式
は
三
二
七
型
式
が
そ
れ
ぞ
れ
セ
ッ
ト
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
一
二
二
型
式
は
、
三
一
二
二
Ｂ
型
式
が
原
の
寺
瓦
窯
跡

か
ら
の
出
土
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
と
同
様
の
技
法
・
胎
土
で

製
作
さ
れ
た
三
一
二
二
Ａ
型
式
は
原
の
寺
瓦
窯
跡
も
し
く
は

そ
の
周
辺
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
瓦
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
三
一
二
二
型
式
と
同
様
の
胎
土
・
焼
成
表数

の
三
二
六
一
型
式
に
つ
い
て
も
原
の
寺
瓦
窯
跡
や
そ
の
周
辺
率先

で
生
産
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
軒土

三
二
七
型
式
と
三
一
○
一
型
式
に
つ
い
て
は
、
胎
土
や
錨

焼
成
が
類
似
し
、
重
弁
八
葉
蓮
華
文
鐙
瓦
と
三
重
弧
文
字
瓦
錘関

と
い
う
多
賀
城
様
式
瓦
の
セ
ッ
ト
関
係
か
ら
す
る
と
、
こ
の
“お

両
者
が
セ
ッ
ト
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
区地

三
二
七
型
式
と
三
二
○
一
型
式
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
副長

に
原
の
寺
瓦
窯
跡
で
の
出
土
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
生
産
表

瓦
窯
も
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
三
一
二
二
Ａ
・
三
二
六
一
第
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型
式
と
、
胎
土
・
焼
成
に
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
異
な
る
窯
跡
で
生
産
さ
れ
た
も
の
と
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
二
つ
の
対
に
な
る
瓦
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
時
期
に
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
一
方
が
瓦
葺
き
正
倉
の
造
営
期
に
あ
た
り
、
も
う
一
方
が
補
修
期
の
瓦
に
あ
た
る
も
の
な
の
か
、
も
し
く
は
両
者
が
Ｓ

Ｂ
○
○
一
の
瓦
葺
き
正
倉
造
営
期
に
あ
た
る
も
の
で
異
な
る
瓦
群
が
軒
先
を
飾
っ
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三
二
○
一
系
式
に
つ
い
て
は
、
地
業
内
か
ら
の
出
土
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
三
二
七
型
式
と
三
二
○
一
型
式
は
Ｓ
Ｂ
○
○
一
ｌ
ｂ
造

営
期
の
瓦
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
三
一
二
二
型
式
と
三
二
六
一
型
式
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
瓦
群
は
、
地
業
内
か
ら
の
出
土
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
Ｓ

Ｂ
○
○
一
以
外
の
建
物
で
の
三
一
二
二
Ａ
型
式
と
三
二
六
一
型
式
の
出
土
状
況
や
女
瓦
部
の
特
徴
か
ら
考
え
る
。

三
一
二
二
Ａ
型
式
と
三
二
六
一
型
式
は
Ｓ
Ｂ
○
○
一
以
外
の
正
倉
跡
か
ら
の
出
土
状
況
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｂ
○
○
二
・
○
○
四
か
ら
出

土
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
出
土
量
は
Ｓ
Ｂ
○
○
一
同
様
に
主
体
的
に
出
土
し
て
い
る
（
第
１
表
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
瓦
群
は
長

者
山
地
区
の
瓦
葺
き
正
倉
が
創
建
期
段
階
で
生
産
さ
れ
た
、
も
し
く
は
瓦
倉
の
大
規
模
な
補
修
が
地
区
全
体
で
行
わ
れ
た
段
階
で
使
用

さ
れ
た
も
の
の
ど
ち
ら
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
三
二
六
一
型
式
の
女
瓦
部
の
特
徴
は
、
凹
面
に
は
布
目
痕
や
糸
切
り
痕
が
確
認
で
き
る
が
、
模
骨
小
札
の
痕
跡
、
粘
土
板

の
巻
き
付
け
痕
、
布
と
じ
痕
も
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
粘
土
板
一
枚
つ
く
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
凸
面
に
は
縄
目
叩

き
の
痕
跡
が
確
認
で
き
、
三
二
六
一
型
式
の
女
瓦
は
、
粘
土
板
一
枚
つ
く
り
に
よ
る
縄
叩
き
女
瓦
が
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
こ
の
瓦
は
胎
土
や
焼
成
の
特
徴
か
ら
原
の
寺
瓦
窯
跡
、
も
し
く
は
そ
の
周
辺
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
瓦
で
あ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
原
の
寺
瓦
窯
跡
で
の
縄
叩
き
女
瓦
の
生
産
は
、
両
面
糸
切
り
女
瓦
や
薄
手
の
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
女
瓦
よ
り
も
先
行
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
か
つ
、
Ｓ
Ｂ
○
○
一
の
地
業
内
か
ら
は
原
の
寺
瓦
窯
跡
出
土
の
縄
叩
き
女
瓦
と
特
徴
が
類
似
し
た
縄
叩
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き
女
瓦
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
三
一
二
二
Ａ
型
式
と
三
二
六
一
型
式
は
、
Ｓ
Ｂ
○
○
一
以
外
に
Ｓ
Ｂ
○
○
二
・
○
○
四
か
ら
も
主
体
的

に
出
土
し
て
お
り
、
三
二
六
一
型
式
の
女
瓦
は
両
面
糸
切
り
女
瓦
や
薄
手
の
ヘ
ラ
ヶ
ズ
リ
女
瓦
の
生
産
が
主
体
と
な
る
前
段
階
の
縄
叩

き
女
瓦
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
繩
叩
き
女
瓦
は
Ｓ
Ｂ
○
○
一
の
地
業
内
か
ら
多
数
の
出
土
が
確
認
さ
れ
、
同
じ
く
地
業
内
か
ら
の
出

土
が
確
認
さ
れ
る
三
二
○
一
型
式
と
近
い
時
期
に
あ
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
瓦
群
は
三
三
七
型
式
・

三
二
○
一
型
式
と
同
様
の
時
期
に
生
産
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
Ｓ
Ｂ
○
○
一
の
瓦
葺
き
正
倉
造
営
時
に
は
こ
れ
ら
の
異
な
る
瓦
群

の
軒
先
瓦
が
採
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

３
Ｓ
Ｂ
○
○
一
出
土
文
字
瓦

Ｓ
Ｂ
○
○
一
か
ら
出
土
す
る
瓦
の
も
う
一
つ
の
特
徴
と
し

て
、
多
量
に
出
土
す
る
人
名
や
郷
里
名
な
ど
を
記
し
た
文
字
瓦

が
あ
る
。
文
字
瓦
は
、
ヘ
ラ
書
き
、
押
印
、
成
形
台
と
い
っ
た

記
銘
方
法
に
よ
り
文
字
が
記
さ
れ
、
最
も
多
く
確
認
さ
れ
る
の

は
へ
う
響
き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
第
９
図
）
。
記
載
内
容
は
、

那
賀
郡
内
の
郷
里
名
や
人
名
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
文

字
瓦
の
な
か
に
は
、
多
賀
城
の
造
営
の
際
に
用
い
ら
れ
た
成
形

台
文
字
瓦
が
確
認
さ
れ
、
多
賀
城
と
の
関
係
性
が
う
か
が
え

ブ
（
》
０

蝿
ユ

綴
4

5

鯵鰊織
8

蘭瑠鵜9

第9図台渡里官衙遺跡長者山地区出土文字瓦
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川
口
氏
は
、
長
者
山
地
区
か
ら
出
土
す
る
文
字
瓦
は
、
「
へ
ラ
書
き
の
人
名
文
字
瓦
が
多
い
が
、
ヘ
ラ
書
き
の
郷
名
瓦
、
郷
名
の
押

印
文
字
瓦
、
成
形
台
文
字
瓦
も
あ
る
。
人
名
文
字
瓦
は
「
土
師
部
小
刀
良
」
「
忍
男
」
「
真
国
」
「
口
麻
呂
」
「
口
由
人
」
な
ど
全
て
男
性

名
で
あ
り
、
課
役
賦
課
の
対
象
外
に
あ
っ
た
僧
尼
や
女
性
の
名
前
は
１
点
も
な
く
、
非
常
に
作
為
的
で
あ
る
。
両
面
糸
切
り
平
瓦
、
へ

（
副
）

ラ
ヶ
ズ
リ
平
瓦
が
多
い
」
と
し
て
い
る
。
文
字
瓦
が
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
や
奥
山
瓦
窯
跡
で
生
産
が
確
認
さ
れ
る
両
面
糸
切
り
女
瓦
や
ヘ

ラ
ヶ
ズ
リ
女
瓦
に
多
い
と
い
う
指
摘
は
原
の
寺
瓦
窯
跡
の
瓦
生
産
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

地
名
や
人
名
を
記
し
た
文
字
瓦
は
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
や
奥
山
瓦
窯
跡
か
ら
の
出
土
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
川
口
氏
の
指
摘
も
踏
ま
え

た
検
討
に
よ
れ
ば
、
長
者
山
地
区
か
ら
出
土
す
る
文
字
瓦
の
特
徴
と
両
窯
跡
出
土
の
瓦
の
特
徴
は
胎
土
・
焼
成
・
技
法
な
ど
で
類
似
し

て
お
り
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
や
奥
山
瓦
窯
跡
、
も
し
く
は
そ
の
周
辺
で
生
産
さ
れ
た
も
の
が
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｂ
○
○
一
出
土
文
字
瓦
の
出
土
位
置
を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ｂ
○
○
一
か
ら
大
量
の
文
字
瓦
が
出
土
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
地
業
内
か
ら
の
人
名
・
郷
里
名
文
字
瓦
の
出
土
が
確
認
さ
れ
な
い
と
い
う
点
が
う
か
が
え
た
。
地
業
内
の
女
瓦
に
つ
い
て
は
、
縄

叩
き
女
瓦
や
多
賀
城
系
瓦
と
胎
土
・
焼
成
が
似
る
厚
手
の
ヘ
ラ
ヶ
ズ
リ
女
瓦
が
多
く
確
認
で
き
る
も
の
の
、
両
面
糸
切
り
女
瓦
や
薄
手

の
ヘ
ラ
ヶ
ズ
リ
女
瓦
の
出
土
斌
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
こ
の
傾
向
は
、
地
業
内
か
ら
人
名
・
郷
里
名
文
字
瓦
が
出
土
し
な
い
点
と
共
通

す
る
。
つ
ま
り
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
に
お
い
て
縄
叩
き
女
瓦
の
生
産
が
主
体
と
な
る
時
期
に
は
人
名
・
郷
里
名
文
字
瓦
の
生
産
は
行
わ
れ

て
お
ら
ず
、
Ｓ
Ｂ
○
○
一
ｌ
ｂ
造
営
期
以
前
に
は
文
字
瓦
の
生
産
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

ま
で
と
し
て
い
る
。

人
名
・
郷
里
名
が
記
さ
れ
た
文
字
瓦
に
つ
い
て
、
そ
の
年
代
が
郷
里
制
施
行
期
で
あ
る
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
か
ら
天
平
三
一
年

（
肥
〉

（
七
四
○
）
ま
で
と
す
る
意
見
が
森
郁
夫
氏
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
文
字
瓦
の
年
代
に
つ
い
て
は
上
限
年
代
が
養
老
七
年

（
岨
）

（
釦
〉

（
七
二
三
）
と
す
る
も
の
と
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
下
限
年
代
に
つ
い
て
は
天
平
一
二
年
（
七
四
○
）
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さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
人
名
・
郷
里
名
文
字
瓦
の
出
土
状
況
は
、
地
業
内
か
ら
出
土
が
確
認
さ
れ
る
三
重
弧
文
字
瓦
と
生
産
時
期
の
差

異
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
多
賀
城
系
軒
先
瓦
は
、
Ｓ
Ｂ
○
○
一
，
ｂ
造
営
以
前
か
ら
生
産
さ
れ
て
い
た
が
、
文
字
瓦
に

つ
い
て
は
Ｓ
Ｂ
○
○
一
の
瓦
葺
き
正
倉
造
営
に
伴
っ
て
生
産
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
原
の
寺
瓦
窯
跡
生
産
瓦
の
変
遷
と
画
期

原
の
寺
瓦
窯
跡
は
、
那
賀
郡
に
お
け
る
寺
院
所
用
瓦
の
生
産
を
目
的
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
時
期
と
し
て
は
、
郷
里
制
が
廃
止

さ
れ
た
七
四
○
年
を
下
限
年
代
と
す
る
文
字
瓦
が
生
産
さ
れ
る
以
前
、
八
世
紀
第
２
四
半
期
ま
で
に
は
操
業
が
開
始
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
年
代
に
つ
い
て
は
原
の
寺
瓦
窯
跡
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
の
年
代
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
検
討
し
た
佐
々
木
義
則
氏
は
、

原
の
寺
瓦
窯
跡
で
確
認
さ
れ
た
工
房
跡
な
ど
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
の
年
代
に
つ
い
て
、
八
世
紀
第
１
四
半
期
後
半
か
ら
八
世
紀
第

（
型
〉

３
四
半
期
頃
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
年
代
は
瓦
の
年
代
と
の
矛
盾
は
な
く
、
八
世
紀
第
２
四
半
期
ま
で
に
は
生
産
が
開
始

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
操
業
年
代
を
も
と
に
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
に
お
け
る
瓦
生
産
と
そ
の
供
給
先
の
変
遷
を
画
期
と
し
て
捉
え
た

原
の
寺
瓦
窯
跡
の
瓦
生
産
の
画
期
と
し
て
は
お
よ
そ
三
時
期
に
分
け
ら
れ
る
（
第
皿
図
）
。

Ｉ
期
は
、
瓦
生
産
が
行
わ
れ
始
め
た
と
さ
れ
る
八
世
紀
第
１
四
半
期
後
半
、
台
渡
里
官
衙
遺
跡
観
音
堂
山
地
区
か
ら
の
出
土
が
確
認

さ
れ
て
い
る
、
三
一
二
六
型
式
鐙
瓦
や
三
二
三
一
・
三
二
九
六
型
式
宇
瓦
、
粘
土
板
桶
巻
き
つ
く
り
の
格
子
叩
き
女
瓦
な
ど
が
生
産
さ

れ
る
。
寺
院
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
観
音
堂
山
地
区
は
七
世
紀
第
４
四
半
期
頃
の
造
営
で
、
寺
院
の
造
営
、
も
し
く
は
補
修
を
目
的
と
し

て
原
の
寺
瓦
窯
跡
で
は
瓦
生
産
が
始
め
ら
れ
た
。

Ⅱ
期
は
、
台
渡
里
官
衙
遺
跡
群
長
者
山
地
区
の
瓦
葺
き
正
倉
造
営
を
目
的
と
し
た
瓦
生
産
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
那
賀
郡
内
の

１
０

，
Ｖ

7う



8C第2四半期後半

--8C第3四半期前

半

8c第1四半期

後半
724年～740¥

’原の寺I期 原の寺ⅡA期 原の寺ⅡB期 原の寺Ⅲ期

鶴 鯵織
3126 3140 31213122AX3122B

繊
廻
卿
識

生
産
瓦

326ﾕ※ 3297
3296

縄叩き（多）

両面糸切り

（少）

ヘラケズリ

（少）

縄叩き（少）

両面糸切り

（多）

ヘラケズリ

（多）

縄叩き（少）

両面糸切り （多）

ヘラケズリ （多）

格子叩き

ヨコナデ

人
名
・
郷
里
名
文
字
瓦

○ ○× ×

長者山地区補修期

田谷遺跡

大串遺跡第7地点

長者山地区

SBOOユ造営

供
給
先

観音堂山地

区
長者山地区

※は窯跡からの出土は硲認されないが、原の寺

瓦窯跡やその周辺での生産が想定されるもの

第10図原の寺瓦窯跡における生産瓦の変遷と画期
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多
賀
城
様
式
瓦
が
多
賀
城
政
庁
跡
Ｉ
Ｂ
期
の
造
瓦
か
ら
影
響
を
う
け
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
多
賀
城
政
庁
跡
Ｉ
Ｂ
期
の
上
限
年
代

で
あ
る
七
二
四
年
か
ら
郷
里
制
が
廃
止
さ
れ
る
七
四
○
年
の
間
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
生
産
さ
れ
る
瓦
は
、
三
一
二
二
型
式
鐙
瓦

や
粘
土
板
一
枚
つ
く
り
の
縄
叩
き
女
瓦
で
あ
り
、
少
量
で
は
あ
る
が
両
面
糸
切
り
女
瓦
や
ヘ
ラ
ヶ
ズ
リ
女
瓦
に
つ
い
て
も
生
産
が
早
い

段
階
で
行
わ
れ
は
じ
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
出
土
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
三
二
六
一
型
式
宇
瓦
に
つ
い
て
も
こ
の
時
期
に
生

産
さ
れ
始
め
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
や
長
者
山
地
区
か
ら
出
土
す
る
人
名
・
郷
里
名
文
字
瓦
の
生
産
は
、

こ
れ
ら
の
瓦
生
産
の
開
始
時
期
よ
り
も
若
干
遅
れ
る
こ
と
が
原
の
寺
瓦
窯
跡
二
号
窯
、
お
よ
び
長
者
山
地
区
Ｓ
Ｂ
○
○
一
の
地
業
内
外

の
出
土
傾
向
か
ら
考
え
ら
れ
る
。
原
の
寺
瓦
窯
跡
二
号
窯
の
下
層
・
最
下
層
か
ら
は
、
人
名
・
郷
里
名
を
示
す
文
字
瓦
は
出
土
せ
ず
、

中
・
上
層
か
ら
は
、
人
名
・
郷
里
名
文
字
瓦
の
出
土
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
長
者
山
地
区
Ｓ
Ｂ
○
○
一
か
ら
は
多
量
の
人
名
・
郷
里

名
文
字
瓦
が
出
土
す
る
が
、
地
業
内
か
ら
は
出
土
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
枚
つ
く
り
縄
叩
き
女
瓦
や
両
面
糸
切
り
女
瓦
な
ど
の

瓦
生
産
開
始
時
期
よ
り
遅
れ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
原
の
寺
Ⅱ
期
は
文
字
瓦
の
生
産
が
行
わ
れ
る
以
前
を
Ⅱ

Ａ
期
、
文
字
瓦
生
産
が
行
わ
れ
始
め
る
段
階
を
Ⅱ
Ｂ
期
と
し
て
設
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ⅲ
期
は
長
者
山
地
区
の
補
修
瓦
の
生
産
や
田
谷
遺
跡
と
大
串
遺
跡
第
七
地
点
に
お
い
て
も
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
る
瓦
葺
き
正
倉
所

用
瓦
の
生
産
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
時
期
の
瓦
は
、
両
面
糸
切
り
女
瓦
や
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
女
瓦
な
ど
前
段
階
で
生
産
さ
れ
て
い
た
瓦
が
継
続

し
て
つ
く
ら
れ
る
一
方
で
、
三
一
四
○
・
三
二
二
型
式
鐙
瓦
や
三
二
九
七
型
式
宇
瓦
な
ど
の
新
た
な
型
式
の
軒
先
瓦
が
生
産
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。
三
一
四
○
型
式
を
除
い
た
こ
れ
ら
の
瓦
は
、
長
者
山
地
区
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
た
め
、
瓦
葺
き
正
倉
の
補
修
に
も
用

い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
時
期
の
年
代
は
、
八
世
紀
第
２
四
半
期
後
半
か
ら
八
世
紀
第
３
四
半
期
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
の
瓦
生
産
は
、
寺
院
か
ら
瓦
葺
き
正
倉
へ
の
供
給
先
の
変
化
に
伴
い
、
軒
先
瓦
の
型
式
の
変
化
や

桶
巻
き
つ
く
り
か
ら
一
枚
つ
く
り
へ
造
瓦
技
法
も
変
化
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
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以
上
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
と
台
渡
里
官
衙
遺
跡
長
者
山
地
区
出
土
瓦
を
中
心
に
原
の
寺
瓦
窯
跡
の
生
産
瓦
の
型
式
や
技
法
の
変
遷
、
そ

し
て
そ
の
画
期
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
寺
院
所
用
瓦
の
生
産
を
目
的
と
し
て
操
業
が
開
始
さ
れ
た
原
の
寺
瓦
窯
跡
は
、
瓦
葺
き
正
倉

造
営
を
画
期
と
し
て
新
た
な
軒
先
瓦
の
生
産
、
桶
巻
き
つ
く
り
か
ら
一
枚
つ
く
り
へ
の
大
き
な
技
法
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
ま
た
、
多
賀
城
系
軒
先
瓦
と
と
も
に
台
渡
里
官
衙
遺
跡
長
者
山
地
区
の
瓦
葺
き
正
倉
造
営
に
際
し
て
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
で

原
の
寺
瓦
窯
跡
に
お
け
る
一
枚
つ
く
り
の
採
用
は
、
七
四
○
年
が
下
限
年
代
で
あ
る
人
名
・
郷
里
名
文
字
瓦
が
一
枚
つ
く
り
女
瓦
を

使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
分
寺
造
営
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
の
祖
型
は
、
郡
内
の
多
賀
城
様
式
瓦
が
瓦
葺
き
正
倉
造
営
時
に
採

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
賀
城
の
瓦
つ
く
り
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
枚
つ
く
り
女
瓦
の
生
産
は
、
縄
目
叩
き
女
瓦
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
始
め
た
が
、
そ
の
後
両
面
糸
切
り
女
瓦
や
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
女

瓦
の
生
産
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
が
二
号
窯
の
出
土
状
況
か
ら
推
測
で
き
る
。
そ
し
て
、
人
名
・
郷
里
名
文
字
瓦
の
生
産
が
開
始
す
る

の
が
Ｓ
Ｂ
○
○
一
の
瓦
葺
き
化
に
と
も
な
う
時
期
で
あ
る
。
両
面
糸
切
り
女
瓦
や
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
女
瓦
の
生
産
が
主
体
と
な
っ
て
い
た
こ

ろ
に
Ｓ
Ｂ
○
○
一
の
瓦
葺
き
化
と
人
名
・
郷
里
名
文
字
瓦
の
生
産
が
行
わ
れ
た
。
両
面
糸
切
り
女
瓦
や
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
女
瓦
に
多
く
、
縄

目
叩
き
女
瓦
に
少
な
い
と
い
う
人
名
・
郷
里
名
文
字
瓦
の
特
徴
は
、
一
枚
つ
く
り
女
瓦
と
文
字
瓦
生
産
の
開
始
時
期
に
差
異
が
あ
っ
た

こ
と
起
因
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
八
世
紀
第
３
四
半
期
こ
ろ
、
田
谷
遺
跡
や
大
串
遺
跡
第
七
地
点
の
瓦
倉
へ
の
瓦
供
給
や
長
者
山
地
区
瓦
倉
の
補
修
瓦
の
生

産
を
行
い
、
原
の
寺
瓦
窯
跡
の
機
能
は
衰
退
、
廃
絶
へ
向
か
っ
た
。

お
わ
り
に
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生
産
さ
れ
た
那
賀
郡
系
の
軒
先
瓦
が
葺
か
れ
、
複
数
の
瓦
群
で
軒
先
が
飾
ら
れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
多
賀
城
と
の
関
係
を
多
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
多
賀
城
系
軒
先
瓦
と
人
名
・
郷
里
名
文
字
瓦
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
分
析
に
よ
っ
て
軒
先
瓦
や
一
枚
つ
く
り
女
瓦
と
人
名
・
郷
里
名
文
字
瓦
に
は
生
産
時
期
に
差
異
が
あ
っ
た
可
能
性
を
う
か
が
う
こ
と

し
か
し
、
多
賀
城
系
軒
先
瓦
や
一
枚
つ
く
り
女
瓦
と
人
名
・
郷
里
名
文
字
瓦
と
の
生
産
時
期
に
差
が
生
じ
た
要
因
や
そ
の
背
景
は
い

ま
だ
不
明
で
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
べ
き
課
題
と
な
る
。
原
の
寺
瓦
窯
跡
は
寺
院
と
瓦
葺
き
正
倉
そ
れ
ぞ
れ
の
瓦
を
生
産
し
て
い

た
窯
跡
で
あ
り
、
寺
院
と
正
倉
の
造
営
や
維
持
管
理
の
実
態
を
知
る
上
で
も
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
。
明
ら
か
に
す
べ
き
点
も
多
い
た

め
、
さ
ら
な
る
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

が
で
き
た
。

主
一
言
ロ

（
１
）

へ

2
ー

（
３
）
前
掲
註
２
山
路
二
○
○
五
、

（
４
）
前
掲
註
２
黒
漂
一
九
九
八

（
５
）
前
掲
註
２
川
口
二
○
一
二

（
６
）
須
田
勉
氏
は
、
へ
ラ
状
エ

須
田
勉
氏
は
、
へ
ラ
状
工
具

満
井
悌
三
郎
一
九
五
九
「
常
陸
台
渡
廃
寺
祉
出
土
の
文
字
瓦
ｌ
西
田
直
二
郎
先
生
の
几
下
に
献
ぐ
ｌ
」
「
史
迩
と
美
術
」
二
九
七
号
史
迩
美
術
同
孜

會
、
商
井
悌
三
郎
一
九
六
四
「
常
陸
台
渡
廃
寺
跡
・
下
総
結
城
八
幡
瓦
窯
跡
」
綜
芸
舎

黒
澤
彰
哉
一
九
九
八
「
常
陸
国
那
賀
郡
に
お
け
る
寺
と
官
衙
に
つ
い
て
」
「
茨
城
県
立
歴
史
館
報
」
錫
茨
城
県
立
歴
史
館
、
山
路
直
充
二
○
○
五

「
文
字
瓦
の
生
産
１
７
．
８
世
紀
の
坂
東
諸
国
と
陸
奥
国
を
中
心
に
ｌ
」
「
文
字
と
古
代
日
本
４
神
仏
と
文
字
」
吉
川
弘
文
館
、
川
口
武
彦
二
○
一
二

「
常
陸
国
の
多
賀
城
様
式
瓦
か
ら
み
た
陸
奥
国
と
の
交
流
ｌ
那
賀
郡
衙
正
倉
院
・
正
倉
別
院
出
土
瓦
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
「
古
代
社
会
と
地
域
間
交
流

Ⅱ
ｌ
寺
院
・
官
衙
・
瓦
か
ら
み
た
関
東
と
東
北
ｌ
」
六
一
書
房

前
掲
註
２
山
路
二
○
○
五
、
川
口
二
○
一
二

な
ど
を
用
い
て
瓦
当
面
や
顎
而
の
施
文
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
「
手
描
き
軒
平
瓦
」
瓦
に
つ
い
て
、
文
様
の
施
文
に
は
実
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（
略
）
前
掲
註
２
川
口
二
○
一
二

（
Ⅳ
）
長
者
山
地
区
”
水
戸
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
蔵
分
、
田
谷
遺
跡
》
川
口
武
彦
二
○
○
九
「
茨
城
県
水
戸
市
田
谷
廃
寺
跡
出
土
瓦
の
再
検
討
ｌ
多

賀
城
様
式
瓦
と
文
字
瓦
を
葺
い
た
瓦
倉
が
眠
る
官
衙
遺
跡
ｌ
」
「
日
々
の
考
古
学
２
」
六
一
普
房
、
大
串
遺
跡
》
川
口
武
彦
二
○
一
○
「
大
串
過
跡
の

正
倉
の
屋
根
景
観
を
考
え
る
１
大
串
遺
跡
群
出
土
瓦
の
数
髄
的
検
討
か
ら
ｌ
」
「
婆
良
岐
考
古
」
第
三
二
号
婆
良
岐
考
古
同
人
会
、
原
の
寺
瓦
窯

跡
》
ひ
た
ち
な
か
市
埋
蔵
文
化
財
鯛
査
セ
ン
タ
ー
所
蔵
分
、
観
音
堂
山
地
区
・
南
方
地
区
釦
木
本
挙
周
二
○
○
九
「
古
代
常
陸
国
那
鷺
郡
に
お
け
る

粁
瓦
の
様
相
Ｉ
ム
ロ
渡
里
廃
寺
跡
観
音
堂
山
地
区
・
南
方
地
区
出
土
軒
丸
瓦
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
「
日
々
の
考
古
学
２
」
六
一
番
房

を
基
に
作
成

（
鴫
）
前
掲
註
ｕ

へへへへへ

14 13 12 11 10
ーーーー－

（
９
）
川
口
武
彦
二
○
一
七
「
常
陸
国
那
賀
郡
家
と
周
辺
寺
院
Ｉ
そ
の
造
営
と
修
造
に
係
る
三
つ
の
問
題
Ｉ
」
「
古
代
東
国
の
地
方
官
衙
と
寺
院
」
山
川
出
版

（
７
）
前
掲
註
６

（
８
）
佐
々
木
義
則
二
○
一
三
「
ひ
た
ち
な
か
市
で
焼
か
れ
た
天
平
の
蕊
」
「
ひ
た
ち
な
か
市
埋
文
だ
よ
り
」
第
調
号
ひ
た
ち
な
か
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

前
掲
註
ｕ

川
口
氏
は
長
者
山
地
区
Ｓ
Ｂ
○
○
一
に
つ
い
て
、
他
の
正
倉
よ
り
も
建
物
規
模
が
大
き
く
、
大
品
の
文
字
瓦
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
法
倉
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
川
口
武
彦
二
○
一
二
「
台
渡
里
官
衙
遺
跡
群
（
常
陸
国
那
賀
郡
衙
）
の
法
倉
」
「
古
代
日
本
に
お
け
る
法
倉
の
研
究
」

前
掲
註
皿

川
崎
純
徳
・
鴨
志
田
篤
二
・
中
野
晴
久
一
九
八
○
「
原
の
寺
瓦
窯
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
茨
城
県
勝
田
市
教
育
委
員
会

水
戸
市
教
育
委
員
会
二
○
○
九
「
台
渡
里
１
１
平
成
肥
年
度
長
者
山
地
区
範
囲
確
認
調
査
概
報
ｌ
」

社 弘
文
館

験
の
結
果
か
ら
、
現
代
陶
芸
に
用
い
ら
れ
る
平
線
か
き
く
ら
状
の
工
具
が
用
い
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
線
か
き
く
ら
状
工
具
を
用
い
て
施

文
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
重
弧
文
に
つ
い
て
、
か
き
べ
ら
描
き
重
弧
文
と
し
て
い
る
。
須
田
勉
二
○
○
五
「
多
賀
城
様
式
瓦
の
成
立
と
そ
の
意
義
」

「
人
文
学
会
紀
要
」
第
訂
号
国
士
舘
大
学
人
文
学
会
、
須
田
勉
二
○
一
三
「
日
本
古
代
の
寺
院
・
官
衙
造
営
ｌ
長
屋
王
政
椎
の
国
家
柵
想
」
吉
川

タ

1
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第第第第第
9 7 5 2 1
図図図図図

図
版
典
拠

第
１
図
鴨
志
田
二
○
○
三
よ
り

第
２
図
川
崎
・
鴨
志
田
一
九
八
一
よ
り

（
別
）
川
口
武
彦
二
○
○
五
「
常
陸
国
那
賀
郡
に
お
け
る
郡
衙
と
周
辺
寺
院
１
国
指
定
史
跡
「
台
渡
里
廃
寺
跡
」
範
囲
確
認
調
査
成
果
を
中
心
に
ｌ
」
『
地
方

官
衙
と
寺
院
ｌ
郡
衙
周
辺
寺
院
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
奈
良
文
化
財
研
究
所

（
艶
）
佐
々
木
義
則
二
○
二
「
原
の
寺
瓦
窯
跡
◆
奥
山
瓦
窯
跡
出
土
の
須
恵
器
」
「
ひ
た
ち
な
か
埋
文
だ
よ
り
」
第
記
号
ひ
た
ち
な
か
市
埋
蔵
文
化
財
調

査
セ
ン
タ
ー

（
田
）
前
掲
註
２
黒
潔
一
九

（
釦
）
註
２
川
口
二
○
一
二

（
鳩
）
森
郁
夫
一
九
七
三
「
奈
良
時
代
の
文
字
瓦
」
「
日
本
史
研
究
」
第
一
三
六
号
日
本
史
研
究
会

（
田
）
前
掲
註
２
黒
潔
一
九
九
八

鴨
志
田
二
○
○
三
よ
り

水
教
委
２
０
０
９
よ
り

黒
澤
２
０
０
０
よ
り
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